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 SGU 事業を通じて派遣・受⼊の体制は整備されており，その仕組みをさらに改良して学⽣の派
遣・受⼊を拡充する。⽅策の⼀つとして，多⽂化共修科⽬を活⽤する。すなわち，本学では学年進
⾏と学⽣の意欲・関⼼に応じた多層型の多⽂化共修科⽬を配置する。これにより留学に対する興味
関⼼を絶えず引き寄せ，意欲のある学⽣が実留学へ踏み出せる⽀援を充実する。また，実留学に対
する課題として，経済的な問題と就職活動への影響，標準修業年限超過（留年）が依然として挙げ
られる。この課題についても，基⾦の設⽴に加え，⼤学院への進学を前提とした学⽣に対しては，
中⻑期の留学をした場合でも標準修業年限で卒業・修了できる仕組みを構築し，意欲ある学⽣が迷
わず留学できる環境を整える。 
（2）学⽣の個別最適留学⽀援の実現 
 本プログラムでは意欲ある学⽣や⾼い語学⼒を有する学⽣に対しては，より⾼度な多⽂化共修
科⽬で，異なる⽂化的背景の学⽣とともに様々なワークを通して課題発⾒と解決のための⽅策を
導き出す活動を⾏う。そして，その経験を踏まえ，中⻑期の留学への意識づけをより明確にする
ため，国際部及び国際⽇本研究センターの教員が中⼼となり個別にサポートする。留学を希望す
る学⽣に対しては ELP センターでの徹底的な語学研修を通して留学に求められる英語能⼒の向上
を図る。また⽇本での就職・定着を希望する外国⼈留学⽣に対しては，これまでの留学⽣就職⽀
援の取り組みを踏まえた⽇本語教育，キャリア教育，インターンシップ教育を提供するととも
に，外国⼈留学⽣採⽤に躊躇している企業への留学⽣採⽤の働きかけを強化し，留学⽣の受け⼊
れに必要となる知識についてリスキリングプログラムを提供して⽀援する。 
（3）キャンパスの国際化の波及〜地域などキャンパス外への国際化の浸透〜 
 SGU ではキャンパス内の国際化に注⼒し，⼀定程度進展した。本プログラムではこれをキャンパ
ス外に波及させる。真のソーシャルインパクトを⽣み出すには，⼤学だけではなく地域を巻き込ん
で取り組む必要がある。また，我が国の現状を踏まえると，地域社会における多⽂化共⽣は今後⼀
層重要になることから，多⽂化共修科⽬を通じた連携強化と正課外活動等により⽇本⼈学⽣と外国
⼈留学⽣がともに地域とともに学ぶ環境を充実させ，キャンパス外への国際化の浸透を図る。 
（4）国際が⽇常になる，⽇常に国際があるキャンパスの実現 
 外国⼈留学⽣を増加させるには教育の国際化だけではなく学⽣を受け⼊れる⼤学全体の国際化
が⽋かせない。SGU での取り組みから得られた知⾒を活⽤し，外国⼈留学⽣⽐率が⾼いキャンパス
に求められる各種システムの改善を進める。そして，外国⼈留学⽣に対するキャリア形成⽀援の充
実を図り，希望者の⽇本定着を図る。加えて，こうした環境を構築するためには AI を活⽤した業
務の効率化を加速するとともに，事務職員の国際化も重要な要素である。本学 WPI 拠点「ナノ⽣
命科学研究所（NanoLSI）」という外国⼈研究者・⼤学院学⽣が 4 割を超え，英語を公⽤語としてい
る部局で培った管理運営⼿法のノウハウを全学展開するとともに，留学⽣を主たる対象とした事務
職員特別採⽤枠についても拡充する。 
（SGU 指標の取組状況） 

 SGU の取り組み指標における⽬標は，意欲的な設定としたため必須指標の多くが未達成であっ
たが，他の採択⼤学の平均と⽐べると環境整備の指標を中⼼に⾼い達成度となっている。 
 SGU の必須指標のうち，全学⽣に占める外国⼈留学⽣の割合，⽇本⼈学⽣に占める留学経験の
割合，⼤学間協定に基づく交流数（派遣⽇本⼈学⽣数・受⼊外国⼈留学⽣数）及び外国語⼒基準
（TOEIC 760 点，TOEFL-iBT 80 点相当）を満たす学⽣は，SGU 開始時からの伸び率が⽐較的⾼
く，事業終了後も各指標の向上に向けた取り組みを継続している。 
（SGU 指標の改善計画） 

 本学は SGU 採択⼤学として特に上記 4 つの指標については，本プログラムでさらに拡充する。
派遣・受⼊⽅策については，これまで中短期留学が少なかった学類を想定し，留学しても標準修業
年限で卒業・修了できる仕組みや，正規留学⽣を拡充するための⼊学前の取り組みと留学⽣の就職
⽀援の充実など新たな⽅策を取り⼊れる。また，本プログラムでは単位修得を伴う中⻑期留学を促
進するための仕組みの構築を検討する。 
 本プログラムでは SGU 事業の成果を⼟台に，個別最適化のアプローチを基本として教育の質を
⾼め，⼊学前から卒業・修了まで⼀貫した国際化を推進すべく，学⽣にフォーカスした取り組みを
充実させる。それにより，教育の質を⾼め，優秀な⼈材を社会へ送り出す。 
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る。本プログラムにおいてもこうした授業評価アンケートを適切に活⽤し，プログラムの実施を通し
て明らかになった成果や課題を速やかに全学で共有して改善策を協議し，ノウハウの蓄積を進める。 
 本プログラムでは学⽣の意欲と習熟度に対応した多層的な多⽂化共修科⽬を設定することで学⽣
のモチベーションを⾼めるとともに，質の⾼い教育の提供を⽬指している。これを実現するには，厳
格な成績評価と客観的データに基づく学修指導，そして学⽣⾃⾝の達成感の向上が重要となる。本学
では在籍時の学修の記録をポートフォリオで管理するシステムを導⼊しており，正課の副専攻や特別
プログラムについてもその履修や進捗状況を可視化できる環境を整えている。それ以外にもチュータ
ー活動や CLA（Class Learning Advisor）管理などもポートフォリオ上で⾏っている。本事業ではこの
仕組みにさらにマイクロクレデンシャルに対応したデジタル証明書（オープンバッジ）を組み込み，
本事業で実施するさまざまな取り組みに学⽣の参加を促すことにより学⽣のモチベーション向上に
取り組む。 
 また，⾼⼤接続による Advanced Placement (AP) 科⽬の検討・実施については教育環エンゲージ
メント推進部⾨が担当する。ここでは優秀な国内外の⾼校⽣の⼊学を加速する取り組みについても検
討し，留学⽣を学⼠課程正規⽣ 1 年次として受け⼊れる仕組みの検討を進める。 

 本プログラムの進捗管理は SI 推進委員会が⾏う。進捗管理は教学 IR 室による客観的データに基づ
き⾏い，特に派遣学⽣数と受⼊留学⽣の拡充に資するプログラムの開発・実施状況，実留学と多⽂化
共修科⽬の連携の観点を重視して⾏う。またこうした取り組みを⾃⼰評価し，その結果を外部有識者
で構成される外部評価委員会によって評価を受ける。 
 なお，本プログラムの実施に向け，国際基幹教育院の強化を進め，GS 科⽬を柱とする本学のリベ
ラルアーツ教育の充実を進め，時代の変化に対応した⾦沢⼤学ブランド⼈材の育成を強化する。 
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らに専⾨教育においても，社会課題の解決を志向した外国⼈留学⽣との共修科⽬の充実を図る。こ
のような共修を経て，中・⻑期の研究留学を促進するシステム整備を進め国際頭脳循環に参画でき
る若⼿研究者の育成を加速する。 
 本学独⾃の教育⽅針である KUGS が⽬指す「⾦沢⼤学ブランド⼈材」は本学が育成を⽬指す総
合的な⼈材像であるが，本プログラムではその中でも「多様な背景を有する⼈たちと協働して社会
課題を解決し，新たな価値を創造していくことのできるグローバル⼈材」の育成に重点を置く。 
◯本プログラムにおける多層型多⽂化共修の概要 
（1）導⼊科⽬ 
 本学では，1 年次第 1 クォーターに全学⽣必修の導⼊科⽬を 3 科⽬(⼤学・社会⽣活論，データサ
イエンス基礎，地域概論)設定している。これらの科⽬では，充実した⼤学での学びや⼤学でどのよ
うに充実した学びを進めていくのかといった⼤学⽣活に関する基本的な内容を学ぶ。これらの科⽬
に，地⽅公共団体や企業からの実務家を講師として招いた授業，留学⽣とのディスカッション，留
学経験者の体験談や留学プランの作成，あるいは外国⼈留学⽣とのディスカッションを含む多⽂化
共⽣社会に関する内容を取り⼊れ，学⼠課程の学びにおける多⽂化共修や問題解決型の学びの意識
づけを図る。これらの科⽬は多⽂化共修科⽬には該当しないが，多⽂化共修 Basic を受講する上で
の動機づけという要素を備える。 
（2）多⽂化共修 Basic 
 この科⽬種別は全学⽣必修とし，学⽣は多様な背景を有する⼈たちとのワークを通して物事の捉
え⽅が多様であることや多様な⼈たちとの協働の重要性を認識する。また，多⽂化共修 Basic では，
多様な⽂化的背景に基づいた多⾓的な視点で学び合う経験を経て，学⽣⾃⾝のマインドセットの変
容を促し，「多様な⽂化的背景を持つ他者とコミュニケーションをとる態度」の獲得を重視する。
そのため Basic クラスでは外国語による作⽂や会話における⽣成 AI の活⽤も認め，全ての学⽣が
⾃分の考えをアウトプットできる能⼒を⾼めることを主眼におく。 
 多⽂化共修 Basic では，GS 科⽬ KUGS 実践（新設，必修，2026 年度から開始，EMI 科⽬），GS
⾔語科⽬ EAP（English for Academic Purposes）Ⅰ〜Ⅳ（必修，2026 年度から多⽂化共修化，EMI
科⽬）の 2 科⽬を設定する 
例）EAP I~IV：国際的，社会的，地域的な諸問題に関する今⽇的テーマについて，オーセンティッ
クな教材を使ってプレゼンテーションやディスカッションを⾏い，多様な視点を意識，リサーチし
た上で学術的な⽂章（パラグラフやエッセイ）を書く⽅法を学ぶ。 
（3）多⽂化共修 Advance 
 この科⽬種別は選択必修の位置付けとし，⼀定レベル以上の語学⼒と多⽂化共修に意欲的な学⽣
を対象に実施する。留学⽣とのグループワーク等を通して，国際⼈として求められる多⽂化共⽣の
態度と資質・スキルの向上を⽬指す。 
 多⽂化共修 Advance では，学域 GS 科⽬ 地域と世界の課題（仮称）（⼀部新設，EMI 科⽬，2026
年度から開始），学域 GS ⾔語科⽬/⾃由履修科⽬ 英語学術リテラシー科⽬（選択必修，EMI 科⽬，
2025 年度から多⽂化共修化），⼤学院 GS 基盤科⽬ 数理・データサイエンス・AI 基盤（EMI 科
⽬，2025 年度から多⽂化共修化）の 3 科⽬を設定する。 
例）英語学術リテラシー科⽬：地域の課題に関するディスカッションのほか，多様な⼈々と英語を
使って交流する際のストラテジー⾃体を学ぶ。 
（4）多⽂化共修特設プログラム  
 本学では⽬的意識を持って共通教育科⽬及び専⾨教育科⽬を履修することにより，学域・学類が
⽬指す⼈材養成像よりも的を絞ったテーマで学修できる特設プログラムを開設している。本申請に
おいても，本学の強みや特⾊を活⽤した特設プログラムを開設し，フィールドワークや連携機関と
の直接のディスカッションを通して，課題発⾒と解決策の提案を外国⼈留学⽣とともに⾏う。 

防災・復興⼈材特別プログラム（仮称）：本学が所在する⽯川県は，特に能登半島を中⼼に過疎⾼
齢化が喫緊の課題であったが，2024 年能登半島地震により震災からの復興と過疎⾼齢化とい
う⼆つの⼤きな課題を抱えることとなった地域である。我が国でも毎年のように豪⾬災害が発
⽣し，海外に⽬を転じれば，⽕⼭噴⽕や気候変動に伴う異常気象に起因する災害など，世界各
地で⼤きな災害が頻発している。災害は被災者と⽀援者両者に⼤きな負担を強いるものであ
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り，また災害の種類や地域によって復旧・復興のプロセスも⼤きく異なる。2024 年１⽉に設置
した⾦沢⼤学能登⾥⼭⾥海未来創造センター等と連携した地域でのフィールドワークを通じ
て災害を多⾓的に捉え，防災から発災後の対応に関する課題解決の提案を⽬指す。 

多⽂化ダイナミクスプログラム（仮称）：⽯川県や⾦沢市は江⼾時代から続く武家⽂化が現代の
⽣活にも密接に関わっている地域である。また，世界農業遺産やユネスコ世界ジオパークなど
豊かな⾃然に恵まれた地域でもある。しかし，こうした地域は深刻な⾼齢化が課題であり，⽂
化や⾃然をいかに後世に残していくか，またそれらを活⽤していかに産業として成⽴させてい
くか，という課題がある。他⽅でオーバーツーリズムの問題などの課題も顕在化してきている。
⽂化を保護・保全すべきものだけではなく，それを活⽤した産業・地域振興の資源として活⽤
しながら，地域の健全な発展に資する活⽤⽅策の提案を⽬指す。 

（5）専⾨科⽬における多⽂化共修 
 学⼠及び⼤学院課程の専⾨科⽬において，外国⼈留学⽣との共修科⽬や地域・社会課題の解決を
⽬的とした課題が数多く存在する。2023 年度実績では，外国⼈留学⽣の履修がないために多⽂化
共修科⽬として計上していない科⽬も多い。こうした科⽬は外国⼈留学⽣の増加に合わせて，⾃ず
と多⽂化共修が実践される科⽬であるため，専⾨分野における多⽂化共修も今後拡⼤していく。専
⾨科⽬の多⽂化共修化を通じて，学⽣の問題解決志向のアウトプットの能⼒を強化する。 
◯多⽂化共修科⽬の実施における連携機関 
 多⽂化共修 Basic として実施する科⽬については，できるだけ早い多⽂化共修化と科⽬の特性に
鑑み，担当教員のこれまでの連携実績に基づく機関からの協⼒を得て進める。そして本プログラム
実施期間中に協定締結を進めるほか，すでに本学と包括連携協定を締結している機関や協定校と調
整を進め，多様な課題を扱うことができるようにする。 
 多⽂化共修 Advanced として実施する科⽬のうち数理・データサイエンス・AI 基盤は 2025 年度
から⺠間企業との連携で実施する。その他の科⽬は 3 年⽬の 2026 年度からの開始を⽬指して準備
を進める予定としているため，その過程で連携機関との調整を⾏う。 
◯質の保証された多⽂化共修科⽬の実施に向けた取り組み 
 多⽂化共修 Basic では本学がこれまでに培ってきた GS 科⽬の授業運営ノウハウを活⽤する。
Basic は最初の 2 年間の運⽤から授業運営の課題を抽出し，その結果に基づき TA を配置する。GS
科⽬は必修として全学⽣が履修することから，成績評価を全てのクラスで統⼀した基準で⾏う必要
がある。こうした場合，TA が参加することでグループ活動に差が出ることも想定されることから，
当⾯は授業担当教員のファシリテーションにより授業を進める。また，授業回毎にグループ編成を
変更することで，グループの構成員によって授業全体の質に差が⽣じないよう⼯夫する。 
 多⽂化共修 Advance 及び多⽂化共修特設プログラムについては TA を配置し，より内容に踏み
込んだディスカッションに基づく課題発⾒と解決策の提案に関するワークを組み込む。TA には意
欲的な受講⽣の視野を広げつつ，英語によるディスカッションを促す役割を担当する。 
 多⽂化共修科⽬の授業内容はクラス運営に関するノウハウや課題を共有するため，教育環の教
学・学修環境マネジメント部⾨が定期的に授業を担当する教員と TA を対象に調査を⾏うほか，FD
として情報の共有と意⾒交換の機会を設ける。本学は，本プログラムを通してアウトプット重視の
教育へ転換する計画であり，本計画で挙げた GS 科⽬以外にも多⽂化共修型の授業を増やしていく
予定である。そのためにも，本プログラムを通じて⽇本⼈学⽣と外国⼈留学⽣が混在するクラスに
おけるアウトプット型の授業運営⼿法の改善を進め，教育の国際通⽤性を⾼めていく。 
◯⽇本⼈学⽣の海外留学促進のための環境整備 
 ⽇本⼈学⽣の海外留学の課題は，学⽣の所属部局間で⼤きな偏りがあること，⼤学院⽣の中⻑期
留学が少ないことであると分析している。特に理⼯学域・医薬保健学域は，カリキュラムの設計上，
クォーター制を導⼊しても留年が避けられないことが原因となり留学が進んでいない。この根本的
な原因を解消するため，すでに運⽤されている早期卒業・修了の仕組みを活⽤し，⼤学院への進学
を前提としている学⽣に対しては，学⼠課程＋博⼠前期課程・修⼠課程の在籍期間中に 3 ヶ⽉以上
の留学をした場合でも 4 年+2 年で修了できる仕組みを構築する。理⼯学域及び医薬保健学域は⼤
学院の進学率が⾼いことから，この問題を解消できれば，分野を問わず⽇本⼈学⽣の海外留学の全
学波及が期待できる。そのためにも，全学⽣必修の導⼊科⽬及び多⽂化共修 Basic 科⽬を通した留
学意欲を有する学⽣の発掘と意欲の向上を図り，留学に興味を持つ学⽣数を増やす。 
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４ 【防災・復興学概論（仮称）（選択）】 

【概要】 

 多⽂化共修特設プログラム「防災・復興プログラム」の中の EMI 科⽬のひとつ。災害，防
災，および復興に関する基本的知識を学ぶ。各種の⾃然災害の特徴と防災対策，関連する法
的制度，災害時の⼈間⾏動，被害の回復と個⼈・社会の再適応等の概要について，特に⽯川
県における⾃然災害の特徴を踏まえながら学ぶ。能登半島地震を受けて設置した「能登⾥⼭
⾥海未来創造センター」での地域・地⽅公共団体・企業との対話・連携を通じて得られた情
報を授業に取り⼊れるほか，これらの団体等の当事者・担当者から提供される課題について，
履修⽣が持つ多様な背景や専⾨性の違いを⽣かしたディスカッションを⾏い，解決策の提案
を⾏う活動をグループワークとして取り⼊れる。2026 年度から多⽂化共修科⽬として実施
する。 

５ 【⽯川・⾦沢から未来を創る（仮称）（選択）】 
【概要】 

 多⽂化共修特設プログラム「多⽂化ダイナミクスプログラム」の中の EMI 科⽬のひとつ。
⽯川県及び⾦沢市を題材に，⽂化，⾃然，思想と地域と外国⼈との関係を，実体験を含め学
修する。その体験に基づき，未来へ，そして多⽂化共⽣社会でどう活かしていくのかを地域
住⺠を交えて考える。学⽣は多様な⽂化的背景に基づく様々な価値観に加え，現代社会の技
術の功罪などの多様な観点から，その地域の固有の⽂化や⽣活の未来について提案する。⼀
部の科⽬はすでに開講されているが，本科⽬を含め，特設プログラムとしては 2026 年度か
ら開始する。 

※該当がある場合に記載。 

正課外の取組 

１ 【雑談のチカラ】 
 学⽣・教職員と地域・社会の共創の場の契機として，⾃由な語り合い（雑談）の場を創出
する全学的交流事業。職種・業種や⽴場などに捉われない「雑談」により，学⽣のキャリア
形成，教職員及び協⼒団体・個⼈のアイデア創出・ネットワーク構築につなげる。 

２ 【Project: AERU】 
【概要】 
 地域参加型の課外活動プログラム（地域思考型教育）。各種授業科⽬や学類のカリキュラム
と連関して，地域をフィールドに「⾃ら学び・⾃ら育む」機会を創り，本学における学びを
より深化させ，学⽣同⼠・社会との接点を創出する。 

３ 【KaNOW（カナウ）Project】 
【概要】 
 学⽣と職員によるチーム「KaNOW（カナウ）※」が実施する，留学促進イベントや留学
促進につながる取り組み。「留学×キャリア」をテーマにしたトークイベントの企画・実施や
留学⽣とのバーチャル交流会，オンライン講演会など留学促進に向けた学⽣主体の企画を⾏
っている。 
※KaNOW: Kanazawa University Student & Staff Initiative for Promoting Study Over the 
World 
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化としてアワード・システムを導⼊している。必要な単位を取得し，アワードを達成した時点で LMS
上に⾃動的に表⽰され，証明書を⼊⼿できる仕組みを構築している。また，実留学に関係する各種
能⼒については，BEVI (Beliefs, Events, and Values Inventory)を利⽤して可視化している。 
【計画内容】 

◯ワンストップサービスの充実 
 海外留学や渡⽇時は様々な⼿続きや相談事が⽣じる。学⽣がワンストップで様々な⼿続きや相談
ができる窓⼝の充実を図る。SGU 事業を通じて国際部が主にワンストップサービスを提供してい
るが，海外留学を希望する⽇本⼈学⽣と本学で学ぶ外国⼈留学⽣の増加に対応できるよう，各部局
にワンストップサービスを提供する窓⼝を設置し，学⽣が安⼼して学べる環境の充実を図る。 
◯留学の拡充に向けたシステム強化 
 ⽇本⼈学⽣の送り出しについては，SGU 事業を含む各種事業での取り組み基盤をさらに拡充す
る。学⼠課程では短期プログラムを主としつつ，中期以上の派遣の増加に向けた取り組みを進める。
これまでの取組状況で述べた通り，本学では短期留学は部局間の偏りが⼤きく，中期以上の留学が
少ないという課題を抱えている。留学を促進するためにクォーター制を導⼊したが，特に理⼯学域
と医薬保健学域では専⾨教育での卒業要件単位数が多く，各学年・学期で履修すべき授業が決まっ
ていることにより，留年が避けられないため学⼠課程での中期以上の留学が拡⼤していない。本プ
ログラムでは，この根本的な原因を解消するため，博⼠前期課程・修⼠課程への進学を前提として
いる学⽣に対しては，学⼠課程＋博⼠前期課程・修⼠課程の在籍期間中に 3 ヶ⽉以上の留学をした
場合でも 4 年+2 年で修了できる仕組みを構築する。博⼠後期課程・博⼠課程への進学を希望する
学⽣については，博⼠前期・修⼠課程+博⼠後期課程・博⼠課程の在籍期間中の半年以上の留学を
推奨し，留学した場合でも標準修業年限（2 年+3 年）での修了が可能となる仕組みを構築する。学
⽣という多感な時期に海外で学ぶことは将来どのようなキャリアパスに進んでも⼤きな影響を与
えることから，特に⼤学院進学を希望する学⽣には中期以上の留学を促す環境整備に取り組む。な
お，昨今の為替状況を踏まえ，経済的な理由から欧⽶への留学が困難な学⽣の留学機会を確保する
ため，中⻑期の留学先として東南アジアの協定校が実施するプログラム等も設定していく。 
◯徹底した英語教育 
 SGU 事業の成果を踏まえ，本プログラムでは意欲のある学⽣に対する⽀援を⼀層充実させる。
⽶国タフツ⼤学の協⼒を得て設置した ELP センターは現在教育環を構成するセンターとして位置
付けており，ネイティブ教員を 2 名配置して，全学の学⽣，教員，職員向けの研修を通年で実施し
ている。ELP センターでの学⽣向けの授業を拡充し，留学希望者の英語学習⽀援をさらに進める。 
◯COIL を活⽤した VE（Virtual Exchange）の拡充 
 留学を促す⼿段として，COIL 教育も積極的に活⽤する。本学では，2023 年度⼤学の世界展開⼒
強化事業「多層型⽇⽶連携協働教育プログラムによる次世代グローバル⼈材育成」で⽶国⼤学との
COIL 型授業の導⼊を進めている。COIL 型授業や実留学前後の COIL 教育による実留学の効果の
向上が期待できるほか，カリキュラムや経済的な理由で実留学が困難な場合でも，相⼿⼤学の学⽣
との双⽅向交流による多様な視座の獲得や英語によるコミュニケーションスキルの向上が期待で
きる。本プログラムにおいても COIL 実施科⽬の拡充により多様な能⼒と留学意欲の向上を図る。 
◯初年次の導⼊科⽬における留学の意識づけ〜裾野の拡⼤〜 
 本学では⼊学者全員が 1 年次第１クォーターに必修で履修する導⼊科⽬を 3 科⽬設定している。
そのうち学類と地域・社会とのつながりを理解し，地域・社会への関⼼の向上及びキャリア形成の
促進を主題とする「地域概論」を本プログラムの実施に合わせて「国際・地域概論」とし，地域と
国際社会の課題への関⼼の向上を科⽬の主題とする。また，⼤学⽣としての⽣活態度及び⾃⼰管理
⼒，あるいはキャリア形成を⽬的とする「⼤学・社会⽣活論」において，在学期間中に留学する場
合のプランニングを⾏う授業回「留学のススメ」を必修とする。これにより留学に興味のある学⽣
が，留学に対して具体的なイメージを持ち，必要な準備を進めることを促すとともに，⼊学時点は
留学に興味がない学⽣にも留学の意義や効果について具体的にイメージさせることで留学への関
⼼を⾼める。 
◯⼤学コンソーシアム⽯川との連携 
 ⼤学コンソーシアム⽯川では県内の⾼等教育機関の連携した様々な取り組みを実施している。ト
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ビタテ！留学 JAPAN 「地域⼈材コース」⽯川プログラムを前⾝とする「学都いしかわグローバル
⼈材育成⽀援制度（2023 年度〜）」は，企業からの⽀援（2024 年 5 ⽉現在：16 団体）を受けて⽇
本⼈学⽣の留学⽀援，外国⼈留学⽣の地域定着⽀援，⽇本⼈学⽣・外国⼈留学⽣の地域定着に関す
る情報交換を⾏っている。本プログラムにおいてもこの制度を活⽤する。また，⼤学コンソーシア
ム⽯川では「いしかわシティカレッジ」として県内の⾼等教育機関間の単位互換事業を実施してい
る。本プログラムで開発する多⽂化共修特設プログラムの⼀部を，いしかわシティカレッジ開講科
⽬とし，本プログラムの取り組みを県内の他⼤学の学⽣にも開放することで，地域の多⽂化共⽣社
会の実現とソーシャルインパクトの創出の重要性の普及を図る。 
◯外国⼈留学⽣の地域定着に向けた取り組み〜地域企業との連携強化〜 
 本学ではすでに述べたとおり，これまでも⽯川県や北陸地域を連携した留学⽣の地域定着に向け
た取り組みを進めてきた。本プログラムにおいてもこの取り組みを拡充する。Link KAGAYAKI で
培ったノウハウを最⼤限活⽤し，外国⼈留学⽣の地域定着に向けた取り組みを拡充する。 
 これまでの取り組みで留学⽣の地域定着には，受け⼊れる企業側の体制整備も重要であることが
⼤学・企業それぞれで認識されている。そこで本プログラムでの外国留学⽣の地域定着をさらに強
化することと合わせ，留学⽣を受け⼊れる企業向けに，留学⽣の受け⼊れに必要な知識やスキルを
リスキリングプログラムとして提供する。まずは，⽂化・習慣，語学，そして受け⼊れに関する法
律などをオンデマンド教材で提供し，コンテンツに対する意⾒を踏まえ随時教材をアップデートす
る。また，このリスキリングプログラムを受講する企業は留学⽣の受⼊を積極的に検討している企
業であることから，留学⽣のインターンシップ受⼊や採⽤について⼤学から相談したり，逆に企業
側からの留学⽣の採⽤に関する相談に⼤学が応じたりすることで留学⽣の受け⼊れに対する協⼒
体制を強化する。さらに，⽇本語教師養成拠点事業と連携することで，外国⼈留学⽣向けの⽇本語
教育の充実と実践的な⽇本語教師養成の拠点構築に取り組む。 
◯外国⼈留学⽣を対象とした科⽬等履修⽣制度の導⼊と AP の実施 
 本学では 2023 年度から⾼校⽣を対象とした科⽬等履修⽣制度を実施している。科⽬等履修⽣と
して単位を修得し，正規⽣として本学に⼊学した場合に，申請及び審査に基づき，既修単位として
認定（Advanced Placement）する。この仕組みを海外在住で本学への⼊学を希望する⾼校⽣にも適
⽤し，⼊学した場合は先取り履修科⽬として扱う。これを実現するため，英語による科⽬履修対象
科⽬を拡充する。時差の問題等の技術的課題については，本学がすでに取り組んでいる海外⼤学と
の COIL 型授業の実績とノウハウの活⽤や，JV-Campus 等のオンデマンド配信の活⽤も検討する。 
◯デジタル履修証明・マイクロクレデンシャルの実施 
 本プログラムでは本学独⾃のアワードシステムをオープンバッジ対応とし，要件を満たした学⽣
は LMS 上でそのバッジを⼊⼿できる仕組みを導⼊する。本プログラムで実施する多⽂化共修科⽬
にポイントを設定し，所定のポイントを獲得した場合に，バッジを取得できる仕組みを想定する。
バッジは獲得ポイントに応じてプラチナ，ゴールド，シルバー，ブロンズの 4 段階とし，バッジの
取得は英語能⼒と多⽂化共修マインドを備えていることの証として活⽤できるようにする。実留学
の効果については引き続き BEVI を利⽤して学⽣の能⼒向上を可視化するとともに，プログラムの
効果検証に⽤いる。また，学⽣の正課外の活動についても LMS 上で記録できる仕様に改修し，正
課外活動の実績の可視化を通じて，学⽣⽣活における様々な学修や活動に対する意欲の向上に繋げ
る。 
◯海外同窓会の活⽤とアルムナイ・コラボレーター（AC）による環流型⼈材育成 
 本学には申請時点で 9 つの海外同窓会がある（会員数：約 1,000 ⼈，2023 年 10 ⽉現在）。2015
年から海外同窓会総会を隔年で開催しているほか，留学⽣ホームカミングデイを 2012 年から 12 回
開催するなど，外国⼈留学⽣の卒業後もネットワークの維持に努めている。このネットワークを活
⽤し，本学への留学を希望する優秀な学⽣の発掘に繋げるとともに，現地⼊試等の実施に向けた協
⼒を得られる体制を本プログラム実施期間中に整える。また，本学の卒業・修了⽣にアルムナイ・
コラボレーター（AC）として多⽂化共修科⽬やインターンシップ等で協⼒を得る。本プログラムで
育成された⼈材が社会に出た後に本学学⽣を⽀援する環流を⽣み出すことで，プログラムの質のス
パイラルアップを⽣み出す。 
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【現状分析】 

 本学は⽯川県及び富⼭県の 15 の各市町⾃治体と連携協定を締結しているほか，9 の企業と包括連
携協定を締結し，様々な分野での連携体制を構築している。特に 4 ⾃治体とはまちづくりに関する
協定も締結しており，授業における連携も進んでいる。 
能登町 国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学と能登町との⼈づくり・海づくり協定 
珠洲市 珠洲市と国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学との持続可能社会構築に向けた知の拠点づくり協定 
加賀市 国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学と加賀市との温泉資源等を活⽤したまち・ひとづくり協定書 
志賀町 国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学と志賀町とのふるさとの資源を次代へと引き継ぐまち・ひと

づくり協定書 
 包括連携協定を締結している⽩⼭市とは，⽩⼭ユネスコエコパーク及び⽩⼭⼿取川ジオパーク登
録地域を活⽤した ESD の実践を⽬指し様々な連携を進めている。2015 年から⽇本のユネスコ⽣物
圏 保 存 地 域 （ ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク ） 及 び ジ オ パ ー ク 内 の 遠 隔 地 域 活 性 化 を ⽬ 的 と し た
「Intergenerational Learning for Sustainable Development」（持続可能な開発のための世代間学習促
進プログラム）」を開始した。この取り組みが，2023 年には知の交流と共有を通じて，⾼等教育機関
及び研究機関の能⼒向上を⽬的とするプログラムである UNESCO Chair on Intergenerational 
Learning for Sustainable Development at Kanazawa University に設定された。2023 年にはユネスコ
が実施している世界中の ESD 実践者に対しより良い取り組みに挑戦する動機付けと，優れた取り組
みを世界中に広めるための顕彰事業であるユネスコ/⽇本 ESD 賞を受賞した。こうした取り組みに
基づき，SDGs 論演習 I として⾃治体等と連携したフィールドワークを交えて学びを深めている。 
 2022 年からは学⻑授業として「未来デザインプラクティス」を開講している。この科⽬では，世
界や地域の課題を解決するためのプロジェクト⽴案と実践を，留学⽣を交えたグループで⾏い，成
果を報告する。2024 年度は「能登半島の復旧・復興のために⾦沢⼤学ができること」を主題にワー
クを進めており，報告会は能登半島地震の被災⾃治体で⾏う予定である。 
 他にも包括連携協定を締結済みの⾃治体や企業とともに，Project AERU に取り組んでいる。
Project AERU では，いろんな⼈に「会える」，個性や強みを「和える」，みんなで学び「合える」を
コンセプトに地域をフィールドにした様々な教育プログラムを実施している（2021 年度の開始から
これまでに 53 プロジェクトを実施）。 
 このように，本学では⾃治体や企業と連携した多⽂化共修に取り組んでいる。 
【計画内容】 

 本プログラムではこうした経験を踏まえ，共通教育科⽬の全学⽣必修科⽬として導⼊する GS 科
⽬「KUGS 実践」で⾃治体や企業と連携した授業を開講する。地⽅公共団体や企業等から課題の提
供を受け，学⽣はそれに関するディスカッションを通して多様な⽂化的背景に基づいた多⾓的な視
点に基づく学びの経験を得て，学⽣⾃⾝のマインドセットの変容を促し，「多様な⽂化的背景を持つ
他者とコミュニケーションをとる態度」の獲得を⽬指す。KUGS 実践における連携地⽅公共団体や
企業等については，まずは科⽬担当教員が既に連携している地⽅公共団体，NPO 法⼈，企業と連携
し，当該団体から課題の提供を受ける。すでに関係構築済みの団体等との連携に基づくことで，
KUGS 実践の開講準備を円滑に進める。その後，課題の多様性を⾼める観点から，本学の協定締結
企業を含め連携先の拡⼤を図る。 
 多⽂化共修 Advanced の科⽬では，課題とそれに関するデータ提供を受け，学⽣による提案を団体
へフィードバックする。多⽂化共修特設プログラムでは，フィールドワークやインターンシップを
通じた演習での協⼒を受けるほか，学⽣の提案に対するコメントなど，より実践的な課題解決プラ
ンの策定の観点からの協⼒を得る。 
 このように，本プログラムでは多⽂化共修のレベルに応じて連携先との関与レベルも変化する。
多⽂化共修 Basic での経験からより⾼度な連携を希望する団体等が出てきた場合には，より課題解
決の⽅策を指向した多⽂化共修科⽬や産学連携への展開も想定する。本申請で⽰していない多くの
授業にも，「多⽂化共修化」「問題解決志向」を基本的な⽅針とし，アウトプット型教育への転換を図
るとともに学，外の多様なセクターとの連携を拡⼤する。特に⼤学院授業では問題解決の⽅策の提
案や社会実装を⽬指すことを⼤学として進めていく。 
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【現状分析】 

 ⽇本⼈学⽣の海外留学の現状については以下の通り分析している。 
 留学者数は 2013 年の 174 ⼈から 2019 年の 645 ⼈まで順調に増加した。2020 年度はコロナ禍に
より 140 ⼈と激減したものの，それ以降 2023 年度は 392 ⼈まで回復した。2023 年度実績 392 ⼈の
うち，学⼠課程学⽣は 358 ⼈，⼤学院学⽣は 34 ⼈であり，本学における海外留学は学⼠課程学⽣が
⼤きな割合を占めている。また，2019 年と 2023 年度の期間別の内訳を⽐較すると，短期の留学が
⼤幅に減少した。 
◯⻑期留学（3 か⽉以上） 
 ⻑期派遣の多くは，本学と海外⼤学との協定に基づく交換留学（派遣留学）である。2023 年度の
派遣実績に基づくと，派遣地域別では欧州 41 ⼈（59%），アジア 14 ⼈（20%），北⽶ 8 ⼈（12%），
オセアニア 6 名（9%）の順となっている。過去 10 年間の実績でも本学は欧州 314 ⼈（53%）とア
ジア 140 ⼈（24%）への派遣実績が多い。 
 ⻑期の派遣留学は 2019 年度 71 ⼈，2023 年度 76 ⼈であり派遣⼈数は停滞している。派遣学⽣の
所属別では⼈間社会学域の国際学類と⼈⽂学類の学⽣がほとんどを占めている。このことから，⽇
本⼈学⽣の⻑期留学を増やすには，融合学域と理⼯学域及び⼤学院学⽣（博⼠前期・修⼠課程）の学
⽣に対するアプローチが必要である。なお，医薬保健学域については国家試験の受験を希望する学
⽣が多いことから，学⼠課程における⻑期留学を直ちに増加させることは難しい。 
◯中期（30 ⽇以上〜３か⽉未満），短期留学（30 ⽇未満） 
 中期・短期派遣は全学を対象としたプログラム（短期研修や語学研修）及び各部局が⾏う短期研
修プログラムとして実施しているものがほとんどである。学⽣の所属別でみると，⻑期留学が多い
⼈間社会学域国際学類・⼈⽂学類以外の学類及び⼤学院で中期・短期留学に参加する割合が⾼い。 
【計画内容】 

 上記の現状を踏まえ，本プログラムを通して次のことに取り組む。 
◯導⼊科⽬，多⽂化共修科⽬を通じた留学に対する意識・動機づけ 
 本プログラムでは，1 年次の第１クォーターに実施する導⼊科⽬の「⼤学・⽣活社会⽣活論」に
「留学のススメ」を新設し，学⽣が在学期間中に留学する場合のプランニングを経験させることで，
⼊学後の早い段階で全学⽣に対して留学への意識づけや必要な知識の定着を図る。 
 留学経験者との座談会や留学説明会，留学⽣との交流会を定期的に開催し，留学が⾝近なもので
ある共通認識を醸成する。SGU では海外留学等を学⽣⽬線で盛り上げることを⽬的とした KU-SGU 
Student staff が中⼼となってさまざまな企画を実施した。本プログラムにおいても学⽣⾃⾝による
⾃発的な取り組みを⼤学として⽀援し，留学の機運が循環的に向上する仕組みを構築する。 
◯中⻑期派遣が可能となる仕組みの構築 
 上記の現状で述べたとおり，本学では中⻑期の留学は特定の学類に所属する学⽣の⽐率が⾼く，
積み上げ式のカリキュラムで専⾨教育科⽬による時間的制約が⼤きい理⼯学域等の留学者数が極め
て少ない。この状況を変え，所属によらず留学を希望する学⽣が留年を⼼配することなく留学でき
る仕組みを構築する。特に，⼤学院進学希望者には中⻑期の留学を強く推奨し，早期修了の仕組み
に留学を組み込むことで，留学した場合でも標準修業年限で⼤学院課程を修了できる仕組みを構築
する。また，派遣ニーズを踏まえた協定校の拡⼤（特に欧州・北⽶）や国際共同教育プログラム，特
に単⼀論⽂型 DDP の拡充を図り，学⽣が学びたい場所で学ぶことができる環境を整える。 
◯経済⽀援の充実 
 現状，留学の意欲が⾼い学⽣でも経済的理由で留学を断念せざるを得ない状況が多いのは事実で
ある。それを改善するため，基⾦を財源としたスタディアブロード奨学⾦の充実，本プログラムで
構築する企業の寄付⾦を活⽤した基⾦の設⽴など⼤学として安定的な経済⽀援が可能となる仕組み
を整える。また，⽂部科学省 トビタテ!留学 JAPAN や⼤学コンソーシアム⽯川の「学都いしかわグ
ローバル⼈材育成⽀援制度」をはじめとする学外の制度の積極的な利⽤も促す。 
◯⽗⺟等へのアプローチ 
 留学については，⽗⺟等の意向も⼤きな影響を与えることから，⼊学式や毎年 6 ⽉に全学⽣の⽗
⺟等を対象に対⾯・オンラインで開催している⽗⺟等との懇談会において学⽣時代の留学の効果や
今後の⽇本の状況を踏まえた多⽂化共修の重要性を周知し，留学に対する理解を促す。 
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【現状分析】 

 本学は，SGU 事業期間中，右図に⽰すように外国⼈留学⽣⽐率
は 2013 年 6.9%から 2023 年 11.0%（学籍を発⽣させたもののみ
で，学籍を発⽣させていない短期プログラム参加者は含まない），
教員に占める外国⼈及び外国の⼤学で学位を取得した専⾨教員の
割合を 2013 年 17.3%から 2023 年 26.4%，外国語による授業割合
は 2013 年 3.4%から 2023 年 32.1%まで拡充した。また，外国語能
⼒の基準を満たす学⽣の割合もこの 10 年で⼤幅に増加した。 
 授業を担当する教員の採⽤では，英語による授業運営スキルを要
件とし，英語による授業運営ができる⼈材を採⽤している。また，
ELP センターの教員向け研修を通して，授業設計やアクティブ・ラ
ーニング技法など，英語による授業運営に求められる能⼒の向上に
取り組んできた。⼀⽅，外国語による授業割合及びコース数は⼤幅に拡⼤したが，コースの在籍者数
は低調で，特に学⼠課程ではその傾向が顕著である。 
 このように，外国⼈留学⽣の割合が増加し，英語による授業運営可能な教員が増え，そして外国語
による授業環境を整備してきたものの，学⽣の学修に関してその成果が⽬に⾒える形で反映してい
くにはまだ時間を要する。 
 本学では SGU の採択を受け，⼤学の国際化を進めるという⽅針のもと，⼊学者選抜において英語
の必須化と英語配点⽐率の拡⼤を進めた。⼀⽅で，⽇本⼈学⽣と外国⼈留学⽣の共修では，⽇本⼈学
⽣の英語レベルや授業に対する意欲と留学⽣の期待が⼀致しない場合，双⽅に不満がでることや，
⽇本⼈学⽣の授業理解度が低下するといった課題も顕在化してきた。 
【計画内容】 

 本学では真のグローバル⼈材の育成の実現のために，2040 年までに在籍者数に対する留学⽣⽐率
が学⼠課程 30%，⼤学院課程 40%とすることを想定している。本プログラムでは，SGU 事業の成
果と課題を踏まえてそれを可能とする受⼊環境の整備を進める。 
◯外国⼈留学⽣数 
 短期プログラムを含め，⾦沢⼤学の強みと特⾊を踏まえた多様なプログラムの実施，多⽂化共修
科⽬を含め英語で卒業・修了できるコースの質の向上と拡充を図り，優秀な留学⽣の獲得に繋げる。
本学が⽬指すダイバーシティ環境の実現には正規⽣としての留学⽣の拡⼤が重要であることから，
短期受け⼊れと並⾏して正規⽣の拡⼤に向けた環境構築を進める。具体的には，海外拠点と CP の
意⾒も踏まえた抜本的な⼊学者選抜⽅法の⾒直し，すでに⽇本⼈⾼校⽣を対象に実施している科⽬
等履修⽣制度の在外⾼校⽣への適⽤，⼤学院⼊学希望者を対象としたサマー・ウィンタープログラ
ムの実施により外国⼈留学⽣⽐率の増加を⽬指す。 
◯外国⼈教員数 
 国際通⽤性のある教育プログラムを開発することは重要であるが，国内外から優秀な学⽣を集め
るには，やはり国際競争⼒のある優れた研究活動が必要不可⽋である。そのため，本学では世界か
ら優れた研究者を採⽤し，先端研究に裏打ちされた教育を提供する⼤学を⽬指す。教員採⽤ではす
でに国際公募を基本としており，引き続き外国⼈教員の採⽤を拡⼤する。また外国⼈教員の増加に
対応できる⼤学の運営体制を実現するため，既に英語を公⽤語としている NanoLSI の運営体制を全
学に展開する。 
◯外国語による授業数 
 外国語の授業数は SGU 事業で⼤幅に拡充しており引き続きその⽐率を維持する。本プログラムで
は外国⼈留学⽣の拡⼤に合わせ，外国語による授業の質の向上を図る。また，⽇本語による授業で
も英語スライドの併⽤を標準とすることで，⽇本⼈学⽣の英語⼒（⽇本語解説の授業→⽇・英スラ
イド授業→英語解説の授業）だけでなく，外国⼈留学⽣の⽇本語能⼒（英語解説の授業→⽇・英スラ
イド授業→⽇本語開設の授業）や教員の英語による教授能⼒（⽇本語授業→スライドの⽇英併⽤化
→英語での解説の増加）の向上に繋げる。合わせて，SGU 事業期間中に⼤幅に向上した学⽣の語学
⼒向上については引き続き取り組むことが重要であることから，TOEIC の受験を義務付け，学⽣⾃
⾝の語学レベルの把握と向上に活⽤する。 
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【現状分析】 

指標 1）多⽂化共修のバッジ数：本学では現在，「地⽅の国際化と活性化を推進する留学⽣キャリア
形成・地域定着プロジェクト」においてにオープンバッジを発⾏している。また，本学独⾃の仕組
みとして，学⽣の学修成果の可視化の取り組みの⼀つとしてアワードシステムを導⼊している（数
理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度等）。これは⼀定の単位数の修得をもって LMS
上に⾃動的にアワードを付与する仕組みである。いずれも，学修成果の証であり学⽣の意欲を⾼
める効果が期待できる。こうした効果を評価するため，新たに導⼊する多⽂化共修科⽬を対象と
したオープンバッジを指標として設定する。 

指標 2）⼤学院⽣の留学経験率：これまでに述べてきたように，本学における⽇本⼈学⽣の留学は⼈
間社会学域の学⽣に偏っており，理⼯学域，医薬保健学域の留学者数は極めて少ない。また，全学
の博⼠前期・修⼠課程における留学者数も少ないことが課題である。この課題を解決するために
は，本プログラムにより，留学しても標準修業年数で修了できる仕組みを構築する。その効果を評
価するため，この指標を設定する。 

指標 3）外国⼈留学⽣のインターンシップ等実施数：⽇本企業での就労を希望する留学⽣がインター
ンシップ等を通して，⽇本企業で働くことに関する様々な情報を⼊⼿し，⽇本定着のイメージを
具体化できる機会を設ける。⽇本就職希望者に対する就職率が 70%前後で推移している本学の現
状を踏まえると，⽇本に定着する外国⼈留学⽣の数を増やすためには，⽇本での就職希望者⾃体
を増やすことが重要であることから，この指標を設定する。 

指標 4）企業と留学⽣等の交流イベント等：上記の指標における⽇本での就職希望者⾃体を増やすこ
との必要性と対の関係で，受⼊れ側である企業の増加が結果として外国⼈留学⽣の⽇本定着に影
響する。特に地域企業は外国⼈の受け⼊れに対する環境整備等から始める場合も多く，採⽤を躊
躇う事例も多い。外国⼈の受⼊れ⾃体の検討に必要な情報収集等の機会を提供することが，地域
における受⼊れ企業の増加につながると考えられることから，この指標を設定し，本事業が留学
⽣の受⼊れ企業数の増加に繋がるかを検証する。 

指標 5）事務職員の ELP 研修受講者数：本学の 2040 年度の想定に対応するためには⼤学の管理運
営のあり⽅を根本から⾒直す必要がある。そのための基盤として，事務職員の⾼度化と英語対応
⼒の向上が必要不可⽋であることから，この指標を設定する。 

【計画内容】 

指標 1）GS 科⽬群として実施する全ての科⽬を開始する 2026 年度の共通教育科⽬履修案内にアワ
ードシステムオープンバッジについて記載するほか，本プログラムの web サイト等で周知する。
バッジ取得者の成績動向やバッジの有無による進路選択の傾向等を分析し，プログラム内容の改
善にも繋げる。またバッジ取得を学内表彰の基準の⼀つとして扱うことも検討する。 

指標 2）この指標は本プログラムにおける主要な⽬的の⼀つを評価するものであり，極めて重要であ
る。早期に仕組みを構築し，従来から⼤学院進学率が⾼い理⼯学域，医薬保健学域の学⽣の低学年
次からの周知と留学のメリットを伝えることで指標の向上を図る。 

指標 3）本学では 2025 年度からインターンシップ等をキャリア形成⽀援活動とし，説明会，キャリ
ア教育，汎⽤的能⼒・専⾨活⽤型インターンシップ，⾼度専⾨型インターンシップの 4 つのタイ
プに整理する。これは早い段階からキャリア形成を考えていくことが重要であり，学⽣の状況に
応じてキャリアを考える機会を提供することを⽬的としている。外国⼈留学⽣についても同様に，
この 4 つのタイプのキャリア⽀援について，⾃⾝の状況に応じて参加できるようにすることで，
⽇本での就職希望者の拡⼤を図る。 

指標 4）外国⼈留学⽣の定着に関するイベントの周知の拡充や開催頻度を増やすほか，企業向け講習
プログラムを開設し，⾼度外国⼈材の受⼊れにかかるノウハウ等について提供する機会を設ける
ことで参加企業を増やす。参加する企業が増えることは，⾼度外国⼈材の受⼊れ先が増える可能
性が⾼まるため，指標の向上に向けたプロモーションを充実する。 

指標 5）将来を担う若⼿事務職員を中⼼に，業務として ELP 研修の受講を求める。通常業務に影響
がでないよう，部⻑，課⻑が適切に業務分担と研修受講をマネジメントし，⽬標を達成する。 
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【令和８年度】2026 

 外国⼈留学⽣授業料徴収の検討 
 申請時に構想した全ての多⽂化共修科⽬の開始 
 進学希望者を対象とした留学促進 
 アワードシステムとオープンバッジに連動した LMS の本格稼働 
 多⽂化共修科⽬に関する FD 開催 
 在外⾼校⽣を対象とした科⽬履修制度の開始 
 基⾦の拡⼤ 

 Summer/Winter School の開始 
 地域企業向けリスキリングプログラムの開始 

 ⾃⼰点検・外部評価の実施 
 外部評価委員会の開催 

【令和９年度】2027 

 多⽂化共修科⽬に関する FD 開催 
 北陸多⽂化共修セッションの開催 
 海外事務所を活⽤した⼊学者フォローアップの開始 
 ⾃⼰点検・外部評価の実施 
 外部評価委員会の開催 

【令和１０年度】2028 

 多⽂化共修科⽬に関する FD 開催 
 北陸多⽂化共修セッションの開催 
 混住宿舎建設 
 外国⼈留学⽣授業料徴収開始 
 ⾃⼰点検・外部評価の実施 
 外部評価委員会の開催 

【令和１１年度】2029 

 多⽂化共修科⽬に関する FD 開催 
 北陸多⽂化共修セッションの開催 
 混住宿舎共⽤開始 
 成果報告会の開催 
 ⾃⼰点検・外部評価の実施 
 外部評価委員会の開催 
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までに在籍者数に対する留学⽣⽐率が学⼠課程 30%，⼤学院課程 40%という状況は，キャンパス
周辺の様⼦も⼤きく変化し，そし現在の採⽤⽅法等も⼤きく異なっていることが予想される。産
業界に対しては，外国⼈留学⽣の地域定着に向けた取り組みのなかで本プログラムの取り組みを
周知する機会が多いと予想されるが，外国⼈留学⽣と⽇常⽣活において関わることの多い地域に
対しても適切に情報を発信していく必要がある。本学では 2015 年から本学の活動に多⼤な⽀援・
協⼒をいただいている⽅々に対して本学の近況を報告するとともに，ご意⾒・ご提案を⼤学運営
に⽣かすことを⽬的として，⾦沢⼤学ステークホルダー協議会を毎年開催している。本プログラ
ムについても，このステークホルダー協議会での周知や意⾒交換を⾏いプログラムの改善に努め
る。また，本学と包括連携協定を締結している地⽅公共団体を通じた取り組みの周知など様々な
⽅法で地域へ本事業における取り組みをアピールする。 
【継続性を担保するための資金計画について】 

◯企業からの寄付を活⽤した基⾦の設⽴  
 本プログラム実施期間中に本学との関係のある企業を中⼼に寄付を募り基⾦を設⽴する。 

本学は株式会社 と 2018 年に産学連携の包括的推進に関する協定締結以降，本学で初
めてとなる企業との共同研究講座の設置など，本学の化学系分野を中⼼とした産学連携を進めて
きた。2022 年には， から 30 億円の資⾦提供を受け，本学⾓間キャンパス内に，バイオ
マス・グリーンイノベーションセンター（BGIC）（総⾯積 7,700 m2）を建設し，異分野融合，異
業種連携を進めている。⺠間資⾦を活⽤した産学連携での整備施設では，国⽴⼤学で最⼤である
（2021 年 7 ⽉時点）。業界の壁を越えた共創，研究成果のスピーディーな社会実装を⽬指し，  

と本学研究者が⾼度な連携を実現している。 
 また，2008 年に産学連携の推進に関する協定書を本学と締結した 株式会社は，本学の
⼤学間交流協定校である NITTE ⼤学（インド）と，同⼤学の優秀な⼈材を直接雇⽤する協定を締
結している企業である。 

こうした，本学との密接な産学連携関係を構築している⾼度外国⼈材の受け⼊れに積極的な企
業をはじめ，北陸⾼度外国⼈材活躍地域コンソーシアム，本学産学連携協⼒会，北陸未来共創フ
ォーラムに参画する企業に対し，本学の優れた外国⼈留学⽣の地域定着への活動を広く周知する
ことにより，プログラム及び事業に対する認知度を⾼め，基⾦の趣旨に賛同する企業を拡⼤し，
充実を図る。 
◯同窓会・海外同窓会からの⽀援 
 本学には現在 8 つの海外同窓会がある。本学は海外同窓会の協⼒を得て海外ネットワークの構
築を促進するほか，留学⽣同窓⽣と本学との⼀層の連携強化を進めている。本プログラム期間中
に海外からの送⾦を受け⼊れられる体制を整え，国内外の同窓⽣や本学への活動にご賛同くださ
る⽅からの寄付を募る。 
◯外国⼈留学⽣からの授業料徴収 
 2040 年までに在籍者数に対する外国⼈留学⽣⽐率の学⼠課程 30%，⼤学院課程 40%達成とい
う将来像を踏まえ，⽇本⼈学⽣同
様に⼊学⾦・授業料を徴収するこ
とのできる私費留学⽣の受け⼊れ
を拡⼤することにより，本学で学
ぶ環境を整える必要がある。優秀
な学⽣に対する給付型奨学⾦の付
与を含め，⽇本⼈学⽣と同様の処
遇に近づけていくことを検討す
る。そのためにも，留学⽣にとっ
て魅⼒のある質の⾼い国際通⽤性
のある教育と学位認定をすること
が重要となる。 
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※申請大学：金沢大学（１～６）※該当がある場合に記載。  
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（単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

20,402 899 21,301

6,000 6,000

6,000 6,000

14,402 899 15,301

11,502 399 11,901

1,000 1,000

1,900 500 2,400

9,998 1,528 11,526

8,100 768 8,868

3,000 3,000

3,000 3,000

1,500 1,500

600 600 1,200

168 168

1,898 760 2,658

150 150

120 120

1,200 1,200

428 428

760 760

39,500 39,500

160 160

2,400 2,400

100 100

4,800 4,800

500 500

5,400 5,400

240 240

1,600 1,600

10,800 10,800

7,200 7,200

6,000 6,000

300 300

30,100 3,485 33,585

20,000 20,000

5,000 5,000

6,000 6,000

9,000 9,000

1,500 1,500

1,500 1,500

7,000 7,000

1,000 1,000

6,000 6,000

550 550

500 500

50 50

1,050 3,485 4,535

550 550

500 500

785 785

2,700 2,700

合計 100,000 5,912 105,912

） （タイプ : Ⅰ ）

⑥その他（諸経費）

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*10

・オープンバッジ発行経費

・BEVI利用料

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

・

令和６年度

（大学名： 金沢大学

・

⑤光熱水料

・

②印刷製本費

・事業パンフレット

・

③会議費

・キックオフシンポジウム用ポスター

④通信運搬費

・海外携帯電話・データ通信料

・事務用書類等郵送料

・

・キックオフシンポジウム開催

［その他］

①外注費

・事業webサイト制作

・オンラインコンテンツ開発

・日本人学生短期派遣プログラム開発＠3,000*3か国

・

・海外外部評価委員打合せ＠800*2名

・海外拠点等との連携打合せ @600*2名*9か所

・海外入試等検討打合せ @600*2名*3か所*2回

・短期派遣プログラム開発等打合せ＠600*10回

・

・外国人留学生国内インターンシップ打合せ＠30*2名*5か所

審査項目⑥ 補助期間における各経費の明細【年度ごとに1ページ】

補助金申請ができる経費は、当該事業の遂行に必要な経費であり、本プログラムの目的である大学の国際化によるソーシャルインパクト創出のための使途に限定されます。
（令和６年度大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業公募要領参照。)

＜令和６年度＞ 経 費 区 分

［物品費］

①設備備品費

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名*0.3年

・TA・ CLA@1.4*120時間

・

・

［人件費・謝金］

①人件費

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名*0.25年

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名*0.3年

・非常勤事務職員＠3,000*2名*0.25年

・多文化共修用MAX HAB@1,000*6か所

・

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

・海外拠点用消耗品

・事務用消耗品

②謝金

・キックオフシンポジウム講師 @30*5名

・多文化共修プログラム講師＠12*10名

・キックオフシンポジウム海外講師招へい @800*3名

・多文化共修国内講師招へい＠50*2名

・多文化共修海外講師招へい＠600*8名

・多文化共修国内打合せ＠50*10回

・多文化共修海外打合せ＠600*9回

・国内外部評価委員打合せ＠80*3名

・ＣＰ助言等＠6*200時間

・イベント等補助＠0.95*450時間

・チューター@0.95*800時間

・

［旅費］

・キックオフシンポジウム国内講師招へい @80*2名

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）46



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

2,727 1,000 3,727

2,727 1,000 3,727

1,000 500 1,500

727 727

1,000 500 1,500

33,603 3,963 37,566

30,000 2,443 32,443

12,000 12,000

10,000 10,000

6,000 6,000

2,000 2,000 4,000

443 443

3,603 1,520 5,123

1,200 1,200

150 150

1,920 1,920

333 333

1,520 1,520

28,240 1,200 29,440

200 200

9,600 9,600

100 100

4,800 4,800

240 240

1,600 1,600

4,200 1,200 5,400

3,600 3,600

3,600 3,600

・外国人留学生国内インターンシップ打合せ＠30*2名*5か所 300 300

35,430 1,000 36,430

27,000 1,000 28,000

3,000 3,000

10,000 10,000

5,000 5,000

6,000 6,000

3,000 1,000 4,000

800 800

800 800

500 500

500 500

630 630

600 600

30 30

6,500 6,500

1,100 1,100

1,000 1,000

900 900

3,500 3,500

合計 100,000 7,163 107,163

） （タイプ : Ⅰ ） ）

・

令和７年度

（大学名： 金沢大学

・

⑥その他（諸経費）

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*20

・オープンバッジ発行経費

・BEVI利用料

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

④通信運搬費

・海外携帯電話・データ通信料

・事務用書類等郵送料

・

⑤光熱水料

・

・事業パンフレット

・

・

③会議費

・外部評価委員会開催

・

・事業webサイト更新・運営等

・LMS改修

②印刷製本費

・オープンバッジシステム開発

・リスキリング科目コンテンツ開発費

・オンラインコンテンツ開発費

・

・海外入試等検討打合せ @600*2名*3か所

・短期派遣プログラム実施打合せ＠600*6回

・

［その他］

①外注費

・多文化共修海外講師＠600*16名

・多文化共修国内打合せ＠50*2名

・多文化共修海外打合せ＠600*8名

・国内外部評価委員招へい＠80*3名

・海外外部評価委員招へい＠800*2名

・海外拠点等との連携打合せ @600*9か所

・ＣＰ助言等＠6*320時間

・イベント等補助＠0.95*350時間

・チューター@0.95*1,600時間

・

［旅費］

・多文化共修国内講師＠50*4名

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名

・TA・ CLA@1.34*330時間

・

②謝金

・多文化共修プログラム講師＠60*20名

・外部評価委員＠30*5名

・

［人件費・謝金］

①人件費

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名

・非常勤事務職員＠3,000*2名

①設備備品費

・

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

・海外拠点用消耗品

・事務用消耗品

＜令和７年度＞ 経 費 区 分

［物品費］

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）47



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

2,702 1,000 3,702

2,702 1,000 3,702

902 500 1,402

800 800

1,000 500 1,500

33,578 6,576 40,154

30,000 5,056 35,056

12,000 12,000

10,000 10,000

6,000 6,000

2,000 2,000 4,000

3,056 3,056

3,578 1,520 5,098

1,200 1,200

150 150

1,800 1,800

428 428

1,520 1,520

32,290 2,400 34,690

200 200

9,600 9,600

100 100

4,800 4,800

240 240

1,600 1,600

3,600 1,200 4,800

6,000 6,000

6,000 1,200 7,200

150 150

31,430 3,000 34,430

20,500 3,000 23,500

1,500 1,500

5,000 5,000

4,000 4,000

4,000 4,000

6,000 3,000 9,000

800 800

800 800

3,000 3,000

500 500

2,500 2,500

630 630

600 600

30 30

6,500 6,500

1,100 1,100

1,000 1,000

900 900

3,500 3,500

合計 100,000 12,976 112,976

） （タイプ : Ⅰ ） ）

令和８年度

（大学名： 金沢大学

・多文化共修海外打合せ＠600*8名

・国内外部評価委員招へい＠80*3名

・海外外部評価委員招へい＠800*2名

・事業webサイト更新・運営等

・オープンバッジシステム開発

・リスキリング科目コンテンツ運用関係

・オンラインコンテンツ開発費

・日本人学生短期派遣プログラム開発＠3,000*3か国

・

・海外入試等検討打合せ @600*2名*5か所

・短期派遣プログラム実施等打合せ＠600*12回

・北陸地域交流イベント旅費＠15*10名

・

［その他］

①外注費

・海外拠点等との連携打合せ @600*8か所

・多文化共修国内講師＠50*4名

・多文化共修海外講師＠600*16名

・多文化共修国内打合せ＠50*2名

・外部評価委員＠30*5名

・ＣＰ助言等＠6*300時間

・イベント等補助＠0.95*450時間

・チューター@0.95*1,600時間

・

［旅費］

・非常勤事務職員＠3,000*2名

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名

・TA・ CLA@1.34*2,280時間

・

②謝金

・多文化共修プログラム講師＠60*20名

・事務用消耗品

・

［人件費・謝金］

①人件費

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名

［物品費］

①設備備品費

・

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

・海外拠点用消耗品

＜令和８年度＞ 経 費 区 分

④通信運搬費

・海外携帯電話・データ通信料

・事務用書類等郵送料

・

⑤光熱水料

②印刷製本費

・事業パンフレット

・

③会議費

・外部評価委員会開催

・北陸地域交流イベント開催

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

・

・

・

⑥その他（諸経費）

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*20

・オープンバッジ発行経費

・BEVI利用料

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）48



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

1,450 1,000 2,450

1,450 1,000 2,450

950 500 1,450

500 500 1,000

21,830 18,669 40,499

18,000 17,149 35,149

12,000 12,000

10,000 10,000

6,000 6,000

4,000 4,000

3,149 3,149

3,830 1,520 5,350

1,200 1,200

150 150

2,100 2,100

380 380

1,520 1,520

28,590 600 29,190

200 200

9,600 9,600

2,400 2,400

240 240

1,600 1,600

2,400 600 3,000

6,000 6,000

6,000 6,000

150 150

18,130 900 19,030

8,500 8,500

1,500 1,500

4,000 4,000

3,000 3,000

500 500

500 500

3,000 3,000

500 500

2,500 2,500

530 530

500 500

30 30

5,600 900 6,500

1,100 1,100

1,000 1,000

900 900

3,500 3,500

合計 70,000 21,169 91,169

） （タイプ : Ⅰ ） ）（大学名： 金沢大学

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*20

・オープンバッジ発行経費

・BEVI利用料

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

・

・事務用書類等郵送料

・

⑤光熱水料

・

・

⑥その他（諸経費）

・外部評価委員会開催

・北陸地域交流イベント開催

・

④通信運搬費

・海外携帯電話・データ通信料

・オンラインコンテンツ開発費

・

②印刷製本費

・事業パンフレット

・

・

・事業webサイト更新・運営等

・リスキリング科目コンテンツ運用関係

・多文化共修海外打合せ＠600*4名

・国内外部評価委員招へい＠80*3名

・海外外部評価委員招へい＠800*2名

・海外拠点等との連携打合せ @600*5か所

・海外入試等検討打合せ @600*2名*5か所

・短期派遣プログラム実施等打合せ＠600*10回

③会議費

・多文化共修海外講師＠600*16名

・非常勤事務職員＠3,000*2名

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名

・TA・ CLA@1.34*2,350時間

・

・北陸地域交流イベント旅費＠15*10名

・

［その他］

①外注費

・イベント等補助＠0.95*400時間

②謝金

・多文化共修プログラム講師＠60*20名

・外部評価委員＠30*5名

・ＣＰ助言等＠6*350時間

・チューター@0.95*1,600時間

・

［旅費］

・多文化共修国内講師＠50*4名

①人件費

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名

＜令和９年度＞ 経 費 区 分

［物品費］

①設備備品費

・

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

令和９年度

・事務用消耗品

・

［人件費・謝金］

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）49



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

1,710 1,000 2,710

1,710 1,000 2,710

800 500 1,300

910 500 1,410

20,440 19,226 39,666

18,000 17,216 35,216

12,000 12,000

10,000 10,000

6,000 6,000

4,000 4,000

3,216 3,216

2,440 2,010 4,450

1,200 1,200

150 150

900 300 1,200

190 190 380

1,520 1,520

17,190 2,400 19,590

200 200

9,600 9,600

600 600 1,200

240 240

1,600 1,600

1,800 1,800

1,800 1,800

3,000 3,000

150 150

10,660 5,320 15,980

3,000 3,000 6,000

1,000 1,000

2,000 1,000 3,000

2,000 2,000

360 300 660

360 300 660

2,500 2,500

500 500

2,000 2,000

300 20 320

300 300

20 20

4,500 2,000 6,500

1,100 1,100

1,000 1,000

900 900

3,500 3,500

合計 50,000 27,946 77,946

） （タイプ : Ⅰ ） ）

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

・

・海外携帯電話・データ通信料

・事務用書類等郵送料

・

⑤光熱水料

・

・

⑥その他（諸経費）

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*20

・オープンバッジ発行経費

令和１０年度

（大学名： 金沢大学

・多文化共修海外講師＠600*16名

・多文化共修海外打合せ＠600*2名

・国内外部評価委員招へい＠80*3名

・海外外部評価委員招へい＠800*2名

・

④通信運搬費

・BEVI利用料

・海外拠点等との連携打合せ @600*3か所

・海外入試等検討打合せ @600*3か所

・短期派遣プログラム実施等打合せ＠600*5回

・北陸地域交流イベント旅費＠15*10名

・

［その他］

①外注費

・事業webサイト更新・運営等

・リスキリング科目コンテンツ運用関係

・オンラインコンテンツ開発費

・

②印刷製本費

②謝金

・多文化共修プログラム講師＠60*20名

・外部評価委員＠30*5名

・ＣＰ助言等＠6*200時間

・イベント等補助＠0.95*400時間

・チューター@0.95*1,600時間

・

［旅費］

・多文化共修国内講師＠50*4名

・事務用消耗品

・

［人件費・謝金］

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名

・非常勤事務職員＠3,000*2名

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名

・TA・ CLA@1.34*2,400時間

・

①人件費

・

・

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

＜令和１０年度＞ 経 費 区 分

［物品費］

①設備備品費

・事業パンフレット

・

・

③会議費

・外部評価委員会開催

・北陸地域交流イベント開催

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）50



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

420 1,600 2,020

420 1,600 2,020

420 800 1,220

800 800

12,990 26,600 39,590

12,000 23,216 35,216

12,000 12,000

10,000 10,000

6,000 6,000

4,000 4,000

3,216 3,216

990 3,384 4,374

840 360 1,200

150 150

1,200 1,200

304 304

1,520 1,520

11,590 5,000 16,590

200 200

8,400 1,200 9,600

1,200 1,200

240 240

1,600 1,600

600 600 1,200

600 600 1,200

1,200 1,200

150 150

5,000 7,020 12,020

2,800 2,800

800 800

1,000 1,000

1,000 1,000

500 500

500 500

1,500 500 2,000

500 500

1,500 1,500

220 220

200 200

20 20

3,500 3,000 6,500

1,100 1,100

1,000 1,000

900 900

3,500 3,500

合計 30,000 40,220 70,220

） （タイプ : Ⅰ ） ）（大学名： 金沢大学

＜令和１１年度＞ 経 費 区 分

［物品費］

①人件費

・外国人教員(特任教授) @12,000*1名

・語学教員(特任准教授) @10,000*1名

・非常勤事務職員＠3,000千円×2名

・メンタルヘルスカウンセラー＠2,000*2名

・TA・ CLA@1.34*2,400時間

・事務用消耗品

・

［人件費・謝金］

②消耗品費

・教材作成用等消耗品費

①設備備品費

・

・

・

②謝金

・多文化共修プログラム講師＠60*20名

・外部評価委員＠30*5名

・ＣＰ助言等＠6*200時間

・イベント等補助＠0.95*320時間

・チューター@0.95*1,600時間

・

［旅費］

・多文化共修国内講師＠50*4名

・多文化共修海外講師＠600*16名

・多文化共修海外打合せ＠600*2名

・国内外部評価委員招へい＠80*3名

・海外外部評価委員招へい＠800*2名

・海外拠点等との連携打合せ @600*2か所

・海外入試等検討打合せ @600*2か所

・短期派遣プログラム実施等打合せ＠600*2回

・北陸地域交流イベント旅費＠15*10名

・

［その他］

①外注費

・事業webサイト更新・運営等

・リスキリング科目コンテンツ運用関係

・オンラインコンテンツ開発費

・

②印刷製本費

・報告書

・

・

③会議費

・外部評価委員会開催

・北陸地域交流イベント開催

・

④通信運搬費

・BEVI利用料

・AI自動翻訳ソフトウエアライセンス使用料

・

令和１１年度

・海外携帯電話・データ通信料

・事務用書類等郵送料

・

⑤光熱水料

・

・

⑥その他（諸経費）

・多文化共修プログラム実施用バス借上＠55*20

・オープンバッジ発行経費

（⼤学名：⾦沢⼤学）（申請区分：タイプⅠ）51




